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数と式

解 説
例題 1 では，1で立方体が『7個』の場合に必要な粘土玉を求めています。これは実際に，7

個の立方体をつなげて，粘土玉を数え上げることもできますが，ここでは，次のように，規則性
を考えて求めてみましょう。
1の考え方
右の図のように，立方体の色をつけた面（側面）に着目すると，1

つの面に粘土玉は 4個ついています。そして，この面がいくつある
かを数えると，

立方体が  3個の場合は，4つの面が，
7個の場合は，8つの面が

あることがわかります。
つまり，立方体の個数に 1を加えた数が，色をつけた面の数に

一致しています。
では，立方体を n個つなぎ合わせたときの粘土玉の個数はいくつになるでしょうか。これも上

のように規則性を考えると，色をつけた面の数は n+1となります。
したがって，立方体を n個つなぎ合わせた場合の粘土玉の個数は，

   4*(n+1)=4n+4 (個)

と求めることができます。
続いて2ですが，この問題は，立方体 n個の場合の竹ひごの本数を求めるために，まず立方体

3個の場合と 7個の場合で，次のように，規則性を考えます。

長さの等しい竹ひごと粘土玉を使って，立方体を水平方向に
まっすぐつなぎ合わせていきます。右の図は粘土玉 16個と竹ひ
ご 28本を使って立方体を 3個つなぎ合わせたものです。このと
き，次の問いに答えなさい。
1 立方体を 7個つなぎ合わせたものをつくるとき，必要な粘土玉の個数を求めなさい。
2  立方体を n個つなぎ合わせたものをつくるとき，必要な竹ひごの本数を nの式で表しな

さい。

例題 1 P.4 12

粘土 竹ひご

4個

4*4=16
  (3+1)

4*8=32
(7+1) 

数学的な考え方を深めてみよう!
中学校数学から高校数学へ
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このように，数の代表として文字 nを使うことで，いろいろな場合についての粘土玉の個数や
竹ひごの本数を求めることができます。ここで，4に登場したmもまた，① "数の代表 "ととら
えることができます。

では，この問題を違う視点で見ると，どうなるでしょうか。

解 説

1で使われている nは，竹ひごが 100本の場合の立方体の個数を求めているので，『未知数』
として扱われています。一方，2では，n=12の場合の粘土玉の個数を求めているので，これま
でと同じ『数の代表』として扱われています。

このように，文字は，そのときの場面や条件で，いろいろな役割
をもちます。さらに，右のように，1つの文字式の中で変数や定数
といった，それぞれの役割をもった文字が存在する式もあります。
　高校の数学では，これまで以上に，数や式を文字で表すことが多
くなりますが，1つ 1つの文字がどのような役割をしているかをよ
く考えながら，式を読み解くようにしましょう。

チャレンジ問題
1  2次方程式 x2+ax+b=0の 2つの解が 2と-1であるとき，定数 a，bの値を求めなさい。

→この問題の中で使われる x，a，bの役割を確認しながら，考えてみましょう。

14 Bridge Level 2 数学的な考え方を深めてみよう!

〈比例の式〉  変数

   ¥ =a ≈
      定数
〈1次関数の式〉  変数

  ¥ =a ≈ +b
    定数

1 使われた立方体の個数を n個とする。
例題 1 より，竹ひごの本数は，  8n+4 (本) 

  これが 100本なので，8n+4=100より，  n=12
  よって，立方体の個数は，  12個
2 例題 1 より，粘土玉の個数は，  4n+4 (個) 
　　1より，n=12なので，  4*12+4=52
  よって，粘土玉の個数は，  52個

例題2
解答

例題 1 において，竹ひごの本数が全部で 100本使われたとき，次の個数を求めなさい。
1 立方体の個数 2 粘土玉の個数

例題 2
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15Bridge Level 2 数学的な考え方を深めてみよう!

２次関数の最大値と最小値

解 説
 中学校で学習した関数 y=ax2や，これから高校で学習する
y=ax2+bx+cで表される関数を 2次関数 といい，グラフは 放物線
になります。（b=c=0の場合が，y=ax2になりますね。）　
　
 ここでは，1次関数 y=ax+bと y=ax2 (a≠0)で表される 2次関数
の変域について考えてみましょう。
　 xの変域を 定義域 ，yの変域を 値域 といいます。
 まずは，次のような 1次関数の問題を考えてみます。

　 1次関数では，それぞれ変域の端を考えました。同じようにして，例題 33を考えましたが，
次の解答は，誤っています。どこが間違っているか考えてみましょう。

 1次関数 y=2x+1について，定義域 (xの変域) が-2≤x≤4のとき，値域 (yの変域)を求
めなさい。

解   x=-2のとき，  y=2*(-2)+1=-3 
x=4のとき，  y=2*4+1=9 
よって，求める値域 (yの変域 ) は， 
　　-3≤y≤9 x

y y=2x+1

4
-21

-3

9

O

右の曲線は，関数 y=ax2 (aは定数)のグラフで，A(-2，m)，
B(4，n)はこの曲線上の点です。次の問いに答えなさい。
3 a=3で，xの変域が-2≤x≤4のとき，yの変域を求めなさい。

例題 3 P.6  18

 a=3のとき，y=3x2となる。-2≤x≤4において，
　　 x=-2のとき，y=12  x=4のとき，y=48
よって， yの変域 (値域)は，  12≤y≤48

xO

y

B

A

x

y

y=x2-4x+5
O

y=2x2
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16 Bridge Level 2 数学的な考え方を深めてみよう!

どこが間違っていたか考えていきましょう。そのために，まずは 2次関数 y=ax2について，定
義域 (xの変域)に対する値域 (yの変域)がどのように変化しているかをしっかり理解する必要が
あります。

1次関数 y=2x+1は xの値が大きくなるにつれて，yの値は
大きくなります。これに対して，例題 33のような 2次関数で
は，yの値はどのように変化するでしょうか。
ここで，注意しておきたいのが，定義域が，放物線の軸をま

たぐか，またがないかという点です。
たとえば，2次関数 y=x2では，右の図のように，放物線の

軸を境にして，yの値が減少から増加に変わります。
このことに着目して考えると，例題 33の定義域-2≤x≤4
は放物線 y=x2の軸 (直線 x=0)をまたいでいます。
したがって，正しい解答は次のようになります。

  関数において，その値域に最も大きい値がある
とき，その値をこの関数の 最大値 といい，その
値域に最も小さい値があるとき，その値をこの関
数の 最小値 といいます。
例題 33の場合， -2≤x≤4において，関数

y=3x2の最大値と最小値は，
　　 x=4のとき，最大値 48
　　 x=0のとき，最小値 0

となります。
練 習

2   2次関数 y=2x2において，定義域が次のときの最大値と最小値を求めなさい。
1 -2≤x≤1  2 2≤x≤3

x

y

O

最大値

最小値
O x

y

最小値

最大値

3 a=3のとき，y=3x2となる。
  -2≤x≤4のときの yの変域 (値域)は，右の図より，
　　  x=0のとき，y=0
　　  x=4のとき，y=48
  であるから，  0≤y≤48

例題3
解答

x

y¥=≈2 軸≈=0

増加減少

O

x

yy=3x2

O-2

12

48

4

¥=2≈+1

増加1

-2!
x

y

O
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19Bridge Level 2 数学的な考え方を深めてみよう!

三平方の定理・三角比

解 説
三平方の定理のように，中学校で学習した図形に関する性質は，

高校で学習する図形問題にも直接利用することが多く，とても重
要な考えを含んでいます。これらは，きちんと理解して用いるこ
とができるとともに，成り立つことを自分で証明できるかという
ことも必要となってきます。

上の解答の (☆)では，£ABDにおいて，BDの長さを求めるのに三平方の定理を用いて長さ
を求めました。このように，いろいろな問題において，どの場面でどの定理またはどの公式を適
用するか，これまでもたくさんの演習の中で考えてきたでしょう。では，それらの定理や公式に
ついて，
   『どうやって導いたのか』，『成り立つことを証明できるか』
などを，意識をしていたでしょうか。

さっそく，(☆)で用いた三平方の定理について，証明してみましょう。

解 説
例題 6 について，次の方法で導いてみましょう。

   ［その①：同じものを 2通りで表す］
   ［その②：相似な三角形の辺の比を用いる］

直角三角形の直角をはさむ 2辺の長さを a，b，斜辺の長さを cとすると，a2+b2=c2が成り
立つことを示しなさい。

例題 6

右の図の長方形ABCDの対角線BDの長さを求めなさい。

例題 5 P.8  26

£ABDにおいて，  BD2 =AB2+AD2 ……(☆)
=42+72

=65
BD>0より，  BD=w65 (cm)

A

B

D

4 cm

7 cm

例題5
解答

A

B Ca

bc

A

B C

D

4 cm

7 cm

(三平方の定理)

c2=a2+b2
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23Bridge Level 2 数学的な考え方を深めてみよう!

練 習
5   木の根もとから 200 m離れたところから木の先端を見上げると，ちょうどその角は 10ºでし
た。目の高さを 1.6 mとすると，木の高さは約何mでしょうか。sin10º=0.1736，
cos10º=0.9848，tan10º=0.1763として，小数第 1位まで求めなさい。

 直角三角形において，『三平方の定理』や『三角比』を活用することで，いろいろな図形の性質
を見出すことや，図形問題を解くことができました。
 それでは，最後に，『三平方の定理の逆』について見ていきましょう。

解 説

 このように，図形の性質や定理について，『逆』が成り立つかどうかを考えることも，数学的な
視点を養えます。図形に限らず，定理などに出会ったら，その定理が成り立つ理由や根拠となる
ことを考えるとともに，そこからわかることや，逆が成り立つかどうかについても考え，数学の
見方・考え方をひろげていきましょう。

£ABCにおいて，BC=a，CA=b，AB=cとします。c2=a2+b2が成り立つとき，£ABC
は¡C=90ºの直角三角形であることを証明しなさい。

例題 8

£ABCを図示すると，右の図のようになり，
 　 c2=a2+b2 ……①
が成り立っている。
ここで，右の図のような¡F=90°，EF=a，DF=bと
なる直角三角形DEFを考え，DE=xとする。
三平方の定理により，
  x2=a2+b2 ……②
が成り立つ。
①，②より，  c2=a2+b2=x2　
つまり，  c2=x2

x，cはともに正より，  x=c
したがって，£ABCと£DEFは，3辺の長さがそれぞれ等しい。
つまり，  £ABC∞£DEF
対応する角の大きさは等しいから，  ¡ACB=¡DFE=90°
よって，£ABCは¡C=90°の直角三角形である。

例題8
証明

A

B Ca

c b

D

E Fa

x b

SA
M
PL
E



53

24 Bridge Level 2 数学的な考え方を深めてみよう!

解 説
では，まず例題 9 について，考えてみましょう。

中学校で学習する確率では，すべての場合を
数え上げ，その中で，あることがどれだけ起こ
るかを考えました。
このとき，起こりうるすべての場合を，

   『漏れなく，重複なく，整理しながら』
数え上げることが大切でした。
高校で学習する確率についても，基本的な考

え方は変わりませんが，考える場合がより複雑
になってきます。そこで，確率についての用語
や性質について学び，それぞれの状況を考えていきます。
ここでは，それらを紹介しながら今まで学んできた確率について，とらえてみましょう。

【試行と事象】
例題 9 の『1枚の 10円硬貨を投げる』のように，同じ条件のもとで繰り返すことができる実験

や観測を 試行 といい，試行の結果起こることがらを 事象 といいます。

場合の数・確率

1枚の 10円硬貨を続けて 3回投げるとき，次の問いに答えなさい。
1  硬貨の表裏のすべての出かたを樹形図に表しなさい。ただし，表は○，裏は*で表すも

のとします。
2  表が 2回出る確率を求めなさい。

例題 9 P.10  33

〈確率の求め方〉
起こる場合が全部でn通りあり，その
どれが起こることも同様に確からしい
とする。そのうち，ことがらAの起こ
る場合がa通りであるとき，
　　ことがらAの起こる確率＝ an

1 樹形図で表すと，次のようになる。

  

2 1の樹形図より，
　　　　表裏の出かたは，  8通り
　　　　表が 2回出る出かたは，  3通り

　　よって，求める確率は，  8#

例題9
解答
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25Bridge Level 2 数学的な考え方を深めてみよう!

たとえば，次のような試行を考えてみましょう。
   『１個のさいころを投げる』
この試行では，次のような事象が考えられます。

   「1の目が出る」，「偶数の目が出る」
ここで，『偶数の目が出る』という事象は，さらに次の
ように，3つの事象に分けることができます。
   「2の目が出る」，
   「4の目が出る」，
   「6の目が出る」
しかし，「1の目が出る」や「2の目が出る」は，これ

以上分けることができません。
このように，それ以上分けることができない事象を
根元事象 といいます。

『1個のさいころを投げる』試行における根元事象は，
   「1の目が出る」，「2の目が出る」，「3の目が出る」，
   「4の目が出る」，「5の目が出る」，「6の目が出る」
が根元事象となります。

　さらに，根元事象の全体からなる事象を，その試行の 全事象 といいます。『1個のさいころを
投げる』試行における全事象は，上の 6つの根元事象すべてをあわせた事象となります。

練 習
6   次の文章を読んで，試行と根元事象を答えなさい。
1　　 1から 5までの数字が 1つずつ書かれている 5枚のカードがあり，数字が見えない状態

でカードを 1枚引く。
2 10円硬貨が 1枚と 100円硬貨が 1枚ある。この 2枚の硬貨を同時に投げる。

例題 9 に戻ります。例題 92は，"1枚の 10円硬貨を続けて 3回投げるとき，表が 2回出る確
率 "を求める問題でした。
この問題の試行は，『１枚の 10円硬貨を続けて 3回投げる』となり，この試行における根元事

象は，次の 8通りとなります。
   「1回目に表，2回目に表，3回目に表」，「1回目に表，2回目に表，3回目に裏」，
   「1回目に表，2回目に裏，3回目に表」，「1回目に表，2回目に裏，3回目に裏」，
   「1回目に裏，2回目に表，3回目に表」，「1回目に裏，2回目に表，3回目に裏」，
   「1回目に裏，2回目に裏，3回目に表」，「1回目に裏，2回目に裏，3回目に裏」
ここから，2の "表が 2回出る確率 "に，あてはまる根元事象が 3通りとして求めました。
そこで，視点を少し変えて試行を考えてみると，この問題の確率は，次のように求めることも

できます。

「事象」

1の目が出る

偶数の目が出る

『試行』
1個のさいころを投げる
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